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知識創造と e ポートフォリオとの関係性： 
SECI モデルと e ポートフォリオ・リテラシースキルを用いた授業設計 

 

田中洋一†1 †2	 山川修†3 
 
概要：SECIモデル及び eポートフォリオ・リテラシースキルを用いた授業設計について報告する． 
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A Study of the Relationship between  
The Knowledge Creation Metaphor and e-Portfolio : 

Instructional Design using SECI model and e-Portfolio Literacy Skill 
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Abstract: We report on the instructional design using SECI model and e-Portfolio Literacy Skill. 
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1. はじめに     

	 全入時代を迎えた日本の大学において，多様な学生に対

する教育の質保証は重要な課題である．「基礎学力」「学習

意欲」「将来への意欲」が低い最近の大学生に対して，行動

主義的な学習理論に基づく一方向的な講義やテストだけで

は，学習成果を獲得させ，適切な評価を行うことが難しく

なってきた．そこで，社会的構成主義（及び状況主義）的

な学習理論に基づき，モチベーションの低かった学生が共

同体へ参加することにより，自己効力感を高め，学習成果

の到達度を向上させるような，大学生に適した学習共同体

の構築を目指している．社会的構成主義において学習とは，

グループの中でモノや人と対話・協同し，自分の中や社会

に意味を構成するものである．  
	 教育工学・学習科学における学習理論としては，行動主

義・認知主義・構成主義・社会的構成主義（状況主義）と

いう分類方法以外に，獲得メタファ・参加メタファ・知識

創造メタファという分類方法がある．知識創造メタファに

は，①野中らの SECI モデル，②エンゲストロームらの活
動理論，③マリーン・スカーダマリアらの知識構築等があ

る（大島 2012）．筆者らは，授業や学習支援における学習
共同体を設計する際，SECIモデルを用いてきた． 
学習者が中心となり主体的に進められる学習を真正な

学習とよぶ．真正な学習における「真正の評価」は，「大人
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が仕事場や市民生活，個人的な生活の場で試されている，

その文脈を模写すること（Wiggins, G.）」，「リアルな課題に
取り組ませるプロセスの中で子どもたちを評価すること

（Shaklee, B.D.）」等と定義されている．真正の評価の一つ
としては，e ポートフォリオに学習のエビデンスとして学
習成果物（artifact）を蓄積し，ルーブリックを用いて，パ
フォーマンスに対する自己評価・相互評価・教師評価・他

者評価を行う方法がある．ただし，e ポートフォリオを使
えば学習が上手くいく訳ではなく，授業設計及び学習共同

体の構築が重要である．本稿では，SECIモデルと eポート
フォリオ・リテラシースキルを用いて，授業設計を見直す

方法を報告する． 
	

2. SECI モデルを用いた授業設計 

 

図１．SECIモデル：４つの知識変換モード 
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組織の知識創造を理論化したものとして，野中らの SECI
モデルがある．知識が暗黙知と形式知の社会的相互作用を

通じて創造されるという前提に基づき，SECIモデルでは次
の４つの知識変換モードを考えている（図１）．(S)個人の
暗黙知からグループの暗黙知を創造する「共同化」，(E)暗
黙知から形式知を創造する「表出化」，(C)個別の形式知か
ら体系的な形式知を創造する「連結化」，(I)形式知から暗
黙知を創造する「内面化」． 

SECIモデルを授業設計に活用している，仁愛女子短期大
学での実践例を紹介する．筆者が担当する授業では，LMS
（Moodle）を授業ポータルサイトとして用いて，毎回の学
習目標，授業内容，参考資料等を提示している．また，e
ポートフォリオ（Mahara）にて課題の提出，振り返りノー
トの記述を行い，受講者間で共有し，フィードバックを実

施している． 
幼児教育学科１年後期に開講している「教育の方法と技

術」では，幼稚園における保育・教育の方法，情報機器や

教材の活用法を学ぶ．2017年度の到達目標は下記の５つで
ある（教職課程再課程認定のため，2018年度から大幅に変
更）．目標①多様な事例に基づき，自分の考える良い幼児教

育の方法について述べられる．目標②保育者のための情報

倫理と情報セキュリティを説明できる．目標③園児に対し

て教育効果が高いマルチメディア教材の設計・制作・運用

ができる．目標④保育者として，自分のアイデアを出し，

話し合いを通して考えをまとめ，他者にグループの意見を

説明できる．目標⑤保育者として，自分の考えや行動を省

察できる． 

 
図２．Maharaページの例 

 
本授業で eポートフォリオを利用する理由は以下の２つ
である．１つめは，授業 15回の学びがMaharaの１ページ
で俯瞰でき，授業の終わりに毎回自己省察しやすいことで

ある．２つめは，授業を受講している学生間でページの閲

覧が可能であり，情報の共有及び他者へのフィードバック

がしやすいことである．使用する Mahara ページは２列の

レイアウトであり（図２参照），左列に毎回の振り返りノー

ト（授業の最後に行動や考えの変化等を記述），右列に課題

「幼稚園児向け CM，保育電子教材，幼児教育に関するミ
ニレポート，グループ発表の自己評価，制作物のコンセプ

ト，簡易的な指導案等」を配置している． 
本授業の内容のうち，SECIモデルで解釈すると知識創造
プロセスが理解しやすい「幼児教育に関するグループ発表

（４回分）」の流れを説明する．１学年 120名定員を３クラ
スに分けているため，１クラスは 40名程度であり，その１
クラスを８グループに分け，各グループが１つの幼稚園の

教諭として活動に取り組む．グループ（幼稚園）ごとに特

色ある保育・教育が異なり，シュタイナー，モンテッソー

リ，レッジョ・エミリア・アプローチ，森のようちえん，

ヨコミネ式，英語，タブレット，放送番組のいずれかであ

る．各グループは，与えられたテーマの先行事例を調べ，

入園事前説明会という仮想的なイベントにて自分の園が行

っている保育内容のメリットを発表する．説明を聴いた上

で，保護者役の学生（他のグループ）は心配な点や理解で

きなかった点を質問し，教諭役の学生が回答するというロ

ールプレイングである． 
グループ発表の流れは，次のとおりである． 
① グループディスカッション［（S）共同化］グループご
とにテーマについて話し合い，発表のアウトラインを作

成する． 
② 個人スライドの作成［（E）表出化］アウトラインにも
とづき担当する役割を決め，先行事例を調べ，スライド

を作成する．２週間前の授業でグループ分け及びテーマ

決めをしているため，グループによって予習や個別スラ

イドの作成を始めている． 
③ グループの発表準備［（C）連結化］個別に作成したス
ライド及び原稿をまとめ，７分間の発表を準備する． 
④ グループ発表（ロールプレイング）［（I）内面化］学生
らが希望する順番でグループ発表を行う．大学生として

の発表ではなく，入園事前説明会のロールプレイングと

して，発表者らは一つの幼稚園の教諭，他の学生らは保

護者を演じる．保育内容の説明では，スライドを用いた

説明に留まらず，保護者役の学生に対して，設定保育（英

語での手遊び，太鼓を用いたリトミック等）を実際に行

ったり，YouTubeの動画やタブレットのアプリ活用（な
ぞり書き等）を見せたりする． 
⑤ 質疑応答［（S）共同化］他のグループメンバーは保護
者の視点で質問し，発表者は教諭の視点で回答する． 
⑥ 相互評価【Moodle利用】［（E）表出化］相互評価では，
他グループの発表を聴きながら，Moodleのアンケート機
能を用いて，４つの観点（発表内容，スライドの見やす

さ，スライドの工夫，発表方法）に対して４件法で評価

し，感想（良い点を見つけてほめる，改善点を指摘する）

を記述する． 
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⑦ 相互評価の振り返り【Moodle利用】［（S）共同化］全グ
ループの発表終了後，クラスからの相互評価結果を閲覧

し，振り返りを行う． 
⑧ 発表スライドの共有【Mahara利用】［（S）共同化］本授
業は３クラスで開講しているため，他のクラスで同じテ

ーマを担当したグループのスライドを閲覧したり，同じ

クラスのスライドを見直したりする．ある一人の学生に

とって，同じグループの学生がコア・メンバー，同じク

ラスの学生がアクティブ・メンバー，本授業を受講する

他クラスの学生が周辺メンバーと言える． 
⑨ 自己評価【Mahara利用】［（E）表出化］自分のグループ
について，発表の良かった点と改善すべき点を記述する． 
⑩ 幼児教育に関するミニレポートの作成【Mahara利用】
［（C）連結化］「自分が考える良い幼児教育の方法」につ

いてミニレポート（400文字程度）を記述する． 
⑪ 学習成果物（ミニレポート等）へのフィードバック
【Mahara利用】［（E）表出化］毎回の振り返りノート及
び課題（グループ発表の自己評価＋ミニレポート，幼稚

園児向け CM，保育電子教材＋指導案）を挿入したMahara
ページを最低５名分閲覧し，簡単なコメント（良い点を

ほめる）を投稿する． 
⑫ 再レポートの作成【Mahara利用】［（C）連結化］Mahara
ページにて，自分自身及び他者の 14回を通した学びを振
り返った上，再び「自分が考える良い幼児教育の方法」

に関するミニレポートと 15回を通した感想を記述する． 

 
図３．授業設計における SECIモデル（グループ発表） 

 
本授業設計を SECI モデル（図３）で解釈した場合のメ

リットを下記に整理する．各プロセスを実行しているかを

チェックすることにより，授業設計のヒントが得られる． 
（S）共同化とは，経験を共有することにより，言葉を

使わずに他者の暗黙知を獲得するプロセスである．たとえ

ば，職人の修行や部活動にて，師匠や先輩から言葉を使わ

ず，観察・模倣・練習から技術を学ぶこと．本授業のグル

ープ発表を SECI モデルで解釈した際，共同化としては，
グループディスカッションと質疑応答を挙げている．両場

面とも言葉を介しているが，言葉を使用していることが問

題なのではなく，共体験していることが重要といえる．今

回の例ならば，グループ発表の役割分担やシュタイナーの

ことを話し合うよりも，シュタイナー教育を取り入れた幼

稚園の教諭として保護者説明会の段取りや保育内容の改善

について話し合う方が同じ文脈のもとに経験を共有できる

と考えている． 
	 （E）表出化とは，対話（共同での思考）等により，暗
黙知を明確なコンセプト（形式知）に表すプロセスである．

本授業のグループ発表では，表出化として，個人スライド

の作成，相互評価，自己評価を挙げている．今回の例なら

ば，参考文献に基づきスライドをまとめる点よりも，対話

を通してイメージを概念化する点が肝要である． 
	 （C）連結化とは，異なるコンセプト（形式知）を組み
合わせて，新たな一つの知識体系（形式知）を創り出すプ

ロセスである．本授業のグループ発表では，連結化として，

グループ発表の準備，ミニレポートの作成を挙げている．

今回の例ならば，一つひとつのコンセプト（園における季

節や発達に合わせた活動概念等）に基づき個人個人で作成

した発表スライド及びシナリオを統合して，一つのコンセ

プト（園の基本概念）に基づくストーリーを作るように助

言する． 
（I）内面化とは，行動による学習（learning by doing）や
他者による経験の追体験によって，形式知を暗黙知へ体化

するプロセスである．体験の内面化には，書類やマニュア

ル等の文書化が大切である．本授業のグループ発表では，

内面化として，ロールプレイングによるグループ発表を挙

げている．今回の例ならば，ロールプレイングにおける追

体験を意識させることが重要である． 
今回の授業設計では，（E）表出化の自己評価と（C）連
結化のレポート作成等にて eポートフォリオを活用してい
る．eポートフォリオ・LMS・SNS等，いつでも・どこで
も・だれでも情報を共有できるオンライン型学習支援シス

テムは，形式知の創造に最適な環境といえる．また，（S）
共同化における共体験する場，（I）内面化のために文書化
する場としても eポートフォリオは利用できる． 
 

3. e ポートフォリオ・リテラシースキルを用い

た授業設計 

	 授業設計に SECI モデルを用いることにより，日常的に
表面に現れる形式知だけでなく，個人が持つノウハウや思

いという暗黙知にも焦点をあてられる．この２つの知（暗

黙知と形式知）の変換過程をモデル化し，共同化（S），表
出化（E），連結化（C），内面化（I）と明確に構造化する
ことで，学習コミュニティの設計及び授業設計が可能とな

る．学習コミュニティへの参加という，社会的構成主義・

状況主義における学習の評価として，ポートフォリオはと
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ても重要なツールである．SECIモデルは学習コミュニティ
における知識創造プロセス（授業等）の設計には効果的で

あるが，ポートフォリオの活用プロセスとしては不十分で

ある．そこで，SECIモデルを用いて学習コミュニティの場
を設計することに加え，e ポートフォリオ・リテラシース
キルを用いて，e ポートフォリオの活用プロセスを構造化
して設計する方法を紹介する． 
3.1 e ポートフォリオ・リテラシースキル 
	 Jenson（2014）では，「eポートフォリオとは，継続学習，
学習の深化，目的に沿った学習に寄与する自身の学びを記

録するための道具である」と定義し，e ポートフォリオ・
リテラシーとして以下の５つのスキルをまとめている．e
ポートフォリオ・リテラシースキルは図４のように螺旋状

に繰り返される． 

 

図４．eポートフォリオ・リテラシースキル 
 
①	 学習成果を収集する（Collection） 
	 １つめは，意図した学習目標を実践した成果を収集

し共有するスキルである．授業設計としては，学生に

学習成果を説明させる，学習成果の習熟度を示すルー

ブリックを与える，学習の証拠として説得力のある例

を与える，ポートフォリオの証拠としてなぜそれを採

用したのかを説明させる等の手法が考えられる． 
②	 自己調整行動を記録する（Self-Regulation） 
	 ２つめは，個人が新たな学習を実践し応用する行動

をコントロールするスキルである．授業設計としては，

意図した学習成果に関連する行動を説明させる，学習

スタイルを記述させ学習行動の効果を説明させる，学

習行動における変化の証拠を問いかける等の手法が考

えられる． 
③	 批判的省察を記録する（Reflection） 
	 ３つめは，明確な目標と価値をもつ学習の意味と意

義を文脈化するスキルである．授業設計としては，学

習者が批判的省察を記述・共有する前に学習者間での

信頼関係を築く，批判的省察のためのきっかけを与え

る，批判的省察を共有するために思慮深く丁寧な応答

をする，学習している知識やスキルと関係した自分の

経験を書かせる等の手法が考えられる． 

④	 知識の統合を記録する（Integration） 
	 ４つめは，学習をまとめ，あらゆる状況へ転移する

スキルである．授業設計としては，ある科目での学び

を他の科目や授業外活動における学習へどのように適

用しているかを記述させる，学習がサービス・プロジ

ェクトへどのように転移されているかを記述させる等

の手法が考えられる． 
⑤	 学習協調を記録する（Collaboration） 
	 ５つめは，知識やスキルを構築するための学習コミ

ュニティへ参加するスキルである．授業設計としては，

興味・疑問・熱意に基づく自己選択での協調学習の機

会を与える，ある知識領域における新たな学びをいか

にして進めるかを示す等の手法が考えられる． 
 
3.2 e ポートフォリオ・リテラシースキルで授業設計 
	 SECIモデルに基づき授業設計をした後，eポートフォリ
オ・リテラシースキルを用いて設計の修正を行うことによ

り， eポートフォリオが効果的に機能する． 
	 事務職につく学生が多い生活情報専攻１年前期に開講し

ている「生活情報論」の授業設計を紹介する．本授業の目

的は問題解決能力を身につけることであり，到達目標は下

記の６つである．目標①自ら課題を見つけ，論理的・合理

的に考えることができる．目標②問題解決の手法にもとづ

き，的確な判断ができる．目標③他者の声に耳を傾け，自

分の考えを自分の表現（口頭、文章等）で伝えることがで

きる．目標④主体的に学ぶ意欲がある．目標⑤多様性の意

義を理解し，その上で合意形成ができる．目標⑥グループ

で目標を共有し，同僚支援及び率先垂範ができる． 
本授業で eポートフォリオを利用する大きな理由は以下
の３つである．１つめは，授業 15回の学びがMaharaペー
ジで俯瞰でき，授業の終わりに毎回自己省察しやすいこと

である．本授業では，振り返りシート 1枚とグループワー
ク用ワークシート 9枚，計 10枚のMaharaページを１つの
コレクションとして使用している．振り返りシートは２列

のレイアウトで，左列に振り返りノート（授業の最後に行

動や考えの変化等を毎回記述），右列に課題ノート（教科書

の演習問題を解答）を配置している．ワークシートは，グ

ループワークを構造化し，個人作業・グループ作業・クラ

ス発表という３つの次元での思考や活動を支援するような

質問と回答欄から成る．２つめは，授業を受講している学

生間でページの閲覧が可能であり，情報の共有がしやすい

ことである．３つめは，本授業だけでなく他の授業科目も

含めて，学習成果物（artifact）をセレクションして，ショ
ーケースポートフォリオを作成しやすいことである． 
本授業では，SECIモデルと共に，eポートフォリオ・リ
テラシースキルを用いて授業設計を見直した．大きな修正

点としては，期末試験として Mahara 上にラーニングポー
トフォリオ「１年前期で身につけた学習成果」ページの作

①Collection

②Self-
Regulation

③Reflection④Integration

⑤Collaboration
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成を課したことである．生活情報専攻の学習成果９つに対

する自己評価文，根拠資料，自己評価ポイントを左列に記

述させると共に，右列に具体的な根拠（エビデンス）とし

て，いくつかの授業や資格対策講座等の成果物（artifact）
をブロックで挿入する．つまり，この課題は，Mahara等に
収集した学習成果物をセレクションして作る，１年前期の

ショーケースポートフォリオである． 
本授業において，eポートフォリオ・リテラシースキル

を用いた eポートフォリオ（Mahara）活用プロセスの設計
見直しを下記にまとめる． 
①	 学習成果を記録する（Collection） 
	 期末試験のラーニングポートフォリオにて，根拠を

示した上で，身についた学習成果を説明させた．  
②	 自己調整行動を記録する（Self-Regulation） 
	 授業の最後に毎回，振り返りノートにて学習成果に

関連する行動を記述させた． 
③	 批判的省察を記録する（Reflection） 
	 学生の信頼関係を築き，評価の観点を説明した上で，

ワークシートにて，他者の成果物やプレゼンテーショ

ンの評価や自分の成果物の省察を記述させた． 
④	 知識の統合を記録する（Integration） 
	 期末試験のラーニングポートフォリオにて，知識の

統合を記述させることを目指した．カリキュラムマッ

プを提示すると共に，科目間における知識の統合を明

示的に問いかけた． 
⑤	 学習協調を記録する（Collaboration） 
	 授業中に演習課題を行う場合，ピアワークやグルー

プで対話することを推奨しているが，関心に基づき主

体的な協調学習をさせることは難しい．ただし，グル

ープワークの合意形成において，以下の点を記述させ

ている．自分の意見や考えを述べたか，他者の意見や

考えを聴けたか，合意形成はどの程度達成できたか，

合意形成において最も効果的だったのは誰の・どんな

発言・態度・行動だったか，次回の留意点． 
 

4. おわりに 

	 本稿で述べてきた SECI モデルと e ポートフォリオ・リ
テラシースキルの関係はどのようになっているのだろうか．

e ポートフォリオ・リテラシースキルは，アクティブラー
ニングを活用した授業科目を設計する際に大変役立つであ

ろう．たとえば，半年 15回の授業を計画する場合，①学習
成果の収集，②自己調整行動の記録，③省察の記録，④知

識統合の記録，⑤学習協調の記録を明示的に学習者に課す

ことが大切である．収集した成果物や記録した成果物は形

式知であるが，各プロセスにおいて元々暗黙知である自己

調整の姿勢等を形式知へ変換するサイクルを繰り返してい

る．より充実した形式知を得るためには，SECIモデルのプ

ロセスを明確に設計する必要がある．特に，グループワー

クにおいては，SECIモデルを用いて，個々の暗黙知を共有
することでグループの集合知を構築し，個人個人がその形

式知を基に実践することで個々に暗黙知を体得するサイク

ルを継続的に循環させることが重要である．このように e
ポートフォリオ・リテラシースキルに基づき半年の授業を

設計した上で，SECIモデルに基づき暗黙知と形式知のサイ
クルを設計することにより，学習コミュニティが活性化さ

れ，知識創造サイクルが促進されると考えている．ただし，

eポートフォリオ・リテラシースキル及び SECIモデルは，
スパイラルに循環するものである． 
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